
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水平方向に配設した水平方向回転軸の左右両端から上方に向かって、複数の散水ノズル
を有し上下方向に回動可能な左右のアームを延ばして壁面に設置されるシャワー装置にお
いて、前記左右のアームはそれぞれ略直線状に形成され、左右のアームを最上部まで回動
させた際に、各アームのほぼ上端から下端に至る全体に亘って該アームの裏面と前記壁面
との間に隙間空間が形成されるように、

　
ことを特徴とするシャワー装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
　この発明は、浴室等に設置されるシャワー装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術及びその課題】
　従来、複数の散水ノズルを有するアームを備えたシャワー装置については多数の出願が
存在し、例えば特開平１０－２８６５６号公報に開示されている装置では、最上部に回転
軸を有して下方に延びたアームと、複数のノズルを設けた背面を備えて構成されて、壁面
に背を向けて付属の椅子に腰掛けた状態で、身体の右側にある操作ハンドルを操作して、
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各アームの裏面に当り止め突起を突出して当り止
め突起が壁面に当接するように構成し、

左右のアーム間の壁面に鏡を設置し、該鏡の左右両端縁を前記隙間空間に入り込ませた



全身にシャワーを浴びることができるものである。
【０００３】
　このようなシャワー装置では、下方の水栓金具部から各ノズルへの水路等を確保するた
めに、サイズも大きく、厚みも厚くなり、アームを手で掴んで回動させるために、シャワ
ー装置本体とアームの間に指が入るだけの大きな隙間を設けたり、アームを大きく湾曲さ
せる必要があり、装置全体の幅寸法も大きくなり、アームの収納時の、壁からの突出量が
大きくなってしまうという問題点があった。
【０００４】
　なお、このような問題点を解決するために、発明者らは、特開２００１－３２７４２３
号公報に開示されているような装置を提案している。
　即ち、この装置では、水平方向回転軸から上方に延びたアームに散水ノズルを設け、ア
ームを手前に倒して姿勢に合わせた任意の位置で保持できるように構成されている。
　しかし、このような装置においても、アームに上手く手が届くようにアームが手前側に
湾曲形成されており、また、背中に上手く散水するためにアームの先端も湾曲しており、
壁面からの突出寸法が大きいという問題点があった。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明は上記従来の問題点に鑑み案出したものであって、壁面からの突出が少なく、コ
ンパクトに設置できるシャワー装置を提供せんことを目的とし、その要旨は、水平方向に
配設した水平方向回転軸の左右両端から上方に向かって、複数の散水ノズルを有し上下方
向に回動可能な左右のアームを延ばして壁面に設置されるシャワー装置において、前記左
右のアームはそれぞれ略直線状に形成され、左右のアームを最上部まで回動させた際に、
各アームのほぼ上端から下端に至る全体に亘って該アームの裏面と前記壁面との間に隙間
空間が形成されるように、

ことである。
【０００６】
【実施例】
　以下、本発明の実施例を図面に基づいて説明する。
　図１は、浴室の全体斜視構成図であり、浴室１には浴槽２が設置され、洗い場３側の壁
面４にはシャワー装置５が設けられ、シャワー装置５の右側方の壁面４には、上下に棚９
，９が設けられている。
　シャワー装置５は、全身にシャワーを噴出させることのできる全身シャワー６と、手で
持って使用できるハンドシャワー７と、通常の吐水が行なえる吐水口８で構成されている
。
　また、シャワー装置５の全身シャワー６には鏡１７が設けられており、また、下方には
洗面器台１０が設けられている。
【０００７】
　図２には、シャワー装置の拡大斜視図を示す。
　シャワー装置５を構成する全身シャワー６は、上側散水部１３と下側散水部１８を備え
ており、上側散水部１３は、一対の左上アーム１４と右上アーム１５で構成されており、
また、下散水部１８は、一対の左下アーム１９と右下アーム２０で構成されている。
　左下アーム１９と右下アーム２０の上端間には、水栓金具部１１が設けられており、こ
の水栓金具部１１の水栓ケース３２の前面には、温度調節用の温度調節ハンドル２２（操
作部）と、その右側に、全身シャワーの開閉と開度調節を行なう開閉ハンドル２３（操作
部）が設けられ、さらにその右側には、ハンドシャワー７と吐水口８との切替え及び開閉
，開度調節を行なう切替え開閉ハンドル２４（操作部）が設けられている。
【０００８】
　この水栓金具部１１の上にカバー材１２が覆設されており、このカバー材１２の左右両
側に、前記左上アーム１４と右上アーム１５の下端側が配置されている。
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　左上アーム１４及び右上アーム１５には、それぞれ３個の散水ノズル１６，１６，１６
が設けられており、また、左下アーム１９及び右下アーム２０には、それぞれ２個の固定
ノズル２１，２１が設けられている。
【０００９】
　前記水栓ケース３２の内部は、図１０に示すように配管されて水栓金具部１１が構成さ
れており、また、上部のカバー材１２は容易に着脱できるように構成され、カバー材１２
を取り外した状態の斜視図を図４に示す。
　即ち、水栓金具部１１の上部には、横方向に水平方向回転軸２８が設けられており、こ
の水平方向回転軸２８の両端側は、壁面４側に固定されて前方へ突出された左右の軸受部
２９，２９で回動可能に支持されており、水平方向回転軸２８の中央部には回転保持機構
３０が設けられている。
　回転保持機構３０は内部にクラッチ機構を有し、任意の位置で水平方向回転軸２８の回
転を止めて保持することができるものであり、さらに、この回転保持機構３０の右側には
補助バネ３１が設けられており、この補助バネ３１は回転保持機構３０を補助するもので
、水平方向回転軸２８の下方への急激な回転を止めることができるものである。
【００１０】
　この水平方向回転軸２８の左右両端に、前記左上アーム１４及び右上アーム１５の下端
側がそれぞれ取り付けられている。即ち、左上アーム１４の下端の前方側へ突出した軸カ
バー部１４ａ、及び、右上アーム１５の下端の前方側へ突出した軸カバー部１５ａが水平
方向回転軸２８の左右両端に取り付けられている。
　この軸カバー部１４ａ，１５ａ間にカバー材１２が着脱可能に取り付けられて、カバー
材１２により水平方向回転軸２８，回転保持機構３０，補助バネ３１が覆蓋されるもので
ある。
　なお、カバー材１２は、取り付けた状態で水平状をなす平面部１２ａと、この平面部１
２ａの前端から下方へ垂設された前垂れ部１２ｂと、平面部１２ａの後端で立ち上がる立
上部１２ｃが一体形成されたものである。
　なお、カバー材１２を外せば、上から、水平方向回転軸２８や水栓金具部１１の水路の
接続部等を組み付け，確認，メンテナンスできるため、故障等で交換が必要になった場合
でも、カバー材１２を外して容易に部材の交換が可能となる。
【００１１】
　前記水平金具部１１は、図５の正面図で示すように、床面Ｆからａ寸法の高さ位置に前
記ハンドル類２２，２３，２４が配置されており、ａ寸法は６８０～７００ mm程度に設定
されている。また、床面Ｆから前記水平方向回転軸２８までの高さｂは７６０ mmに設定さ
れている。
　また、前記左上アーム１４の散水ノズル１６と右上アーム１５の散水ノズル１６間の横
方向距離ｃは４００ mmに設定されており、左上アーム１４と右上アーム１５の内側間距離
ｄは３４０ mmに設定されている。また、左下アーム１９と右下アーム２０の内側間距離も
同じく３４０ mmに設定されている。
　即ち、左上アーム１４と右上アーム１５の内側間距離ｄは、通常の人の肩幅よりも狭い
程度の間隔に設定されており、全身シャワー６の横幅は狭く設定されているため、コンパ
クトに壁面４に設置できて、その側方のスペースに棚９，９等を設置できるものである。
【００１２】
　なお、左下アーム１９と右下アーム２０間に設けられる洗面器台１０の天板３３の横幅
距離ｅは２８０ mmに設定されており、また、床面Ｆから天板３３までの高さｆは３００ mm
に設定されている。
　従って、洗い場３側から容易に天板３３上に洗面器を置いて、吐水口８から洗面器内に
吐水することができるように構成されており、また、天板３３の下方の下台３４の左右の
側方には凹み状に凹部３４ａ，３４ａが形成されており、左下アーム１９と右下アーム２
０の固定ノズル２１，２１からの噴霧が洗面器台１０の下台３４と干渉することなく、良
好に足元に噴霧できるように構成されている。
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【００１３】
　本例では、操作用のハンドル２２，２３，２４を、座った状態においても、立った状態
においても、容易に操作できるａ寸法の高さ位置に設けており、操作しやすいものとなっ
ており、しかも、全身シャワー６の正面にハンドル２２，２３，２４が見えるため、ハン
ドルの表示も見やすくなり、ハンドルの微調整も行ないやすく、誤操作しにくいものとな
っている。
【００１４】
　なお、図６の側面図で示すように、左上アーム１４と右上アーム１５を最上位置に回動
させた状態で、各アーム１４，１５の裏面に突出されている当り止め突起３６が壁面４に
当接するように構成されており、この状態で、壁面４と各アーム１４，１５の裏面間に、
約１２ mm程度の隙間空間Ｓが形成されるように構成されている。即ち、この隙間空間Ｓは
指が挟み込まれることのない程度の寸法に設定されている。
　また、右上アーム１５の下端には傾斜状に下端傾斜面１５ｂが形成されており、これと
対応して、右下アーム２０の上端側にも上傾斜面２０ａが形成されており、右上アーム１
５が下方側へ回動された時に、この下端傾斜面１５ｂと上傾斜面２０ａが干渉することの
ないように適当な間隔で両者が配置されている。この傾斜面は左側のアーム１４，１９に
も同様に干渉しないように形成されている。
【００１５】
　また、この右上アーム１５の縦方向の軸芯１５Ｐと前記水平方向回転軸２８の軸芯２８
Ｐ間は、距離ｈの寸法で前後にずらされており、水平方向回転軸２８よりも壁面４側に右
上アーム１５の軸芯１５Ｐが配置されるために、右上アーム１５を壁面４側に近づけてコ
ンパクトに収納させることができるものとなっている。
　なお、左上アーム１４においても、同様に、左上アーム１４の縦方向の軸芯と水平方向
回転軸２８の軸芯２８Ｐ間は、距離ｈの寸法で前後にずらされており、水平方向回転軸２
８よりも壁面４側に左上アーム１４が配置されて、壁面４に近づくように設定されている
。従って、壁面４からの突出量が少なく、コンパクトに設置できるものとなり、ハンドシ
ャワー７等の使用時にも邪魔になることがないように構成されている。
　逆に、水平方向回転軸２８は、壁面４より相当前方側に配置されるため、その分、前述
した回転保持機構３０等を大型のものとして、水平方向回転軸２８を強固に保持できるも
のとなる。
【００１６】
　なお、図９には、カバー材１２の周辺の平面拡大構成図を示す。
　左上アーム１４および右上アーム１５の裏面１５ｃと壁面４間には、前述した指が挟ま
れない程度の隙間空間Ｓが形成されており、この隙間空間Ｓに鏡１７の側端縁が入り込ん
で設置されている。
　即ち、鏡１７の左右の端縁部は、左上アーム１４の裏側と右上アーム１５の裏側に入り
込んでおり、この入り込み代ｋは約１５ mm程度となるように設定されている。
　これにより、鏡１７が多少傾いて設置されても、前面側から見た場合はスッキリとした
設置状態が得られるものであり、鏡１７の施工のズレ等を良好にこの入り込み代Ｋで吸収
できるように構成されている。即ち、鏡１７の両端側が露出すると、左上アーム１４及び
右上アーム１５と平行状に正確に鏡１７を取り付ける必要があり、施工が困難となるが、
本例では、施工が容易で、しかも見栄えが向上したものとなる。
【００１７】
　次に、図１０は、水栓ケース３２内の水栓金具部１１の平面図を示すものであり、壁面
４の裏側から、給水管３７と給湯管３８が通され、それぞれ接続部３９，４０に接続され
るものであり、接続部３９から水管４１が延び、また接続部４０から湯管４２が延びて、
水管４１と湯管４２はそれぞれ温度調節部４３に接続されており、この温度調節部４３内
で湯水が良好に混合されるものであり、混合された湯は温水管４４を通り分岐部４５に至
るように構成されており、分岐部４５で第１水路４６と第２水路４７に分岐され、第１水
路４６には、全身シャワー開閉バルブ４８が接続され、この全身シャワー開閉バルブ４８
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には、前述した全身シャワー開閉ハンドル２３が接続されている。
【００１８】
　また、第２水路４７には、ハンドシャワー／吐水口切替え開閉バルブ４９が接続され、
このハンドシャワー／吐水口切替え開閉バルブ４９には、ハンドシャワー／吐水口切替え
開閉ハンドル２４が接続されている。
　なお、ハンドシャワー／吐水口切替え開閉バルブ４９から吐水管５０を通して前記吐水
口８に湯水が供給されるものであり、ハンドシャワー／吐水口切替え開閉バルブ４９上面
の上口４９ａには、接続管２５が接続されて、接続管２５にはシャワーホース２６が接続
され、シャワーホース２６の先端にハンドシャワー７が取り付けられるものであり、ハン
ドシャワー７は壁面４に設けられたシャワーフック２７に掛止しておくことができるもの
である。
【００１９】
　なお、前記全身シャワー開閉バルブ４８の上面には上口４８ａが開口されており、上口
４８ａには図１１に示すように分岐部材５１が接続され、この分岐部材５１から分岐して
、左下ホース５２，右下ホース５３，左上ホース５４，右上ホース５５（水路）が設けら
れている。
　左下ホース５２は、左下アーム１９内に配管されて固定ノズル２１に連通されるもので
あり、また、右下ホース５３は、右下アーム２０内に配管されて固定ノズル２１に連通さ
れるものである。
　また、左上ホース５４は、左上アーム１４内に配管されて、散水ノズル１６に連通され
るものであり、右上ホース５５は、右上アーム１５内に配管されて、散水ノズル１６に連
通されるものである。
　なお、左右の下ホース５２，５３に比べて、左右の上ホース５４，５５は太い径に形成
されており、上方へ湯水を供給する際の圧力損失を見越して、良好に上方まで湯水を供給
できるように構成されている。
【００２０】
　従って、温度調整ハンドル２２を適宜調整することにより、温度調節部４３で適温の温
水を生成することができ、この状態で全身シャワー開閉ハンドル２３を操作することによ
り、全身シャワー開閉バルブ４８が開けられて、散水ノズル１６，１６，１６及び固定ノ
ズル２１，２１から温水が噴出され、全身にシャワーを浴びることができるものである。
　なお、図２または図６に示すように、左右の上アーム１４，１５を起立状態とさせてお
き、立った状態で全身にシャワーを浴びることもでき、また、図３及び図７に示すように
、左右の上アーム１４，１５を手前側に倒して、洗い場３で風呂椅子に座って使用する際
も、また車椅子やシャワーチェアーに腰掛けて使用する際等にも、良好に全身にシャワー
を浴びることができ、下側の固定ノズル２１からの噴出により、足元までシャワーを浴び
ることができるものとなる。
　なお、全身シャワー開閉ハンドル２３の開度調整により、シャワー吐出量の微調整も容
易に行なうことができるものである。
【００２１】
　なお、全身シャワー開閉ハンドル２３にはロックボタン２３ａが設けられており、この
ロックボタン２３ａを押して操作しない限り、全身シャワー開閉ハンドル２３を回動操作
できないものとなっており、誤って全身シャワー開閉ハンドル２３が操作されて、全身シ
ャワー６からシャワー水が噴出されて、びっくりすることがないように構成されており、
特に、掃除の時等に全身シャワー６からの水で全身が濡れてしまうことがないように構成
されている。
【００２２】
　また、ハンドシャワー／吐水口切替え開閉ハンドル２４を操作することにより、ハンド
シャワー７から温水を噴出させることもでき、また切り替えて、吐水口８から整水を吐出
させ、洗面器内に湯を入れて使用することもでき、ハンドシャワー／吐水口切替え開閉ハ
ンドル２４の開度調整により、吐出量の微調整も容易に行なうことができるものである。
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【００２３】
　なお、全身シャワーを浴びながら、温度調節ハンドル２２による温度の微調整も容易に
行なうことができるものである。例えば、全身シャワーを使用しているうちに身体が温ま
ってきたり、使用時間が長くなることによって逆上せ等が生じた際には、微調整してシャ
ワーの温度を下げることができる。
　また、全身シャワー開閉ハンドル２３の開度を微調整して、シャワーの強さを変化させ
てマッサージ感を得たりすることも可能となる。
　また、洗い場３での動作の途中で、例えば洗髪行為の途中で、身体が冷えた際に、全身
シャワー開閉ハンドル２３を開けて全身シャワーを浴びて温まるとか、逆に、全身シャワ
ーの途中で汗が出てきたために、ハンドシャワー／吐水口切替え開閉ハンドル２４を操作
して、一度吐水口８から湯を出して顔を洗う等の行為も容易に行なうことができるもので
ある。
【００２４】
　なお、本例では、正面中央に水栓金具部１１が設けられており、その上下左右にアーム
１４，１５，１９，２０が配置されているため、前述したホース５２，５３，５４，５５
の水路距離も短く設定することができ、そのため、水栓金具部１１から出た後の温水の温
度低下が小さいものとなり、また圧力損失も小さくなるため、良好な温度でかつ良好な噴
出量で全身シャワーを浴びることができるものとなる。
【００２５】
　また、水路が短いために、全身シャワーの使用を停止した後、水路内に水が残留するこ
とが少ない。即ち、図１１のように、上側のホース５４，５５内の残水が、分岐部材５１
を介して良好に下側のホース５２，５３に流れて、下端の固定ノズル２１から排出される
ために、水路内に残水が残って腐敗することもない。また、水が残留することが少ないた
め、次に使用する際の初期冷水も少なくなる。
　しかも、本例では、上ホース５４，５５は太く形成されているため、下側と上側でノズ
ル１６，２１からの噴出量を均等にすることができ、最上部のノズル１６からも良好に温
水を噴出させることができるものとなる。
【００２６】
　なお、図９に示すように、上アーム１４，１５の裏面１５ｃから外側に向かって傾斜面
１４ｄ，１５ｄが形成されており、この傾斜面１４ｄ，１５ｄに外側より手を当てて、良
好に上アーム１４，１５を前方側へ倒して操作することができ、操作性が良好なものとな
る。さらには、隙間空間Ｓ内に指を入れて良好に前側に倒すことも可能である。
　また、本例では、カバー材１２の平面部１２ａ上に洗剤とかシャンプー等を置いて、こ
の平面部１２ａをカウンターとして有効に利用することができ、カバー材１２は中央部に
存在するために、平面部１２ａ上に置かれた小物や洗剤等に手が届きやすく、通常の洗い
場での洗髪等の行為も良好に行なうことができるものとなる。
【００２７】
　なお、回転保持機構３０により上アーム１４，１５を任意の角度で停止させることがで
き、この時に回転保持機構３０のクラッチ機構が作用して上アーム１４，１５の下方側へ
の移動を止め、さらに上アーム１４，１５に重力が強く作用した時（例えば上アーム１４
，１５が水平状態）には、補助バネ３１が圧縮されて強い反力を生じさせ、上アーム１４
，１５の下方側への移動を防ぐことができるものである。
【００２８】
　なお、図８に示すように、上アーム１４，１５を下アーム１９，２０側へ、ほぼ当接す
るまで回動させることもでき、このような状態で、散水ノズル１６と固定ノズル２１が当
接して破損することのないように、散水ノズル１６と固定ノズル２１はズレた配置位置に
設けられている。
【００２９】
【発明の効果】
　本発明は、水平方向に配設した水平方向回転軸の左右両端から上方に向かって、複数の
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散水ノズルを有し上下方向に回動可能な左右のアームを延ばして壁面に設置されるシャワ
ー装置において、前記左右のアームはそれぞれ略直線状に形成され、左右のアームを最上
部まで回動させた際に、各アームのほぼ上端から下端に至る全体に亘って該アームの裏面
と前記壁面との間に隙間空間が形成されるように、

ことにより、アームは直線状に形成され
て湾曲がないため、壁面からの突出量を小さくして壁面にコンパクトに設置することがで
き、隙間空間が形成されているため、手を挟まれることなくアームを掴むことができ、壁
面からの突出量が小さいためコンパクトなものとなり、スッキリとして設置できる効果を
有する。
　また、左右のアーム間の壁面に鏡を設置し、鏡の左右両端縁を隙間空間に入り込ませた
ことにより、施工バラつき等により鏡とアームが微妙に傾いて設置されたり、左右にズレ
たりしても、アームを壁面まで収納した状態では鏡の左右両端がアームで隠されてしまう
ため、気にならないものとなり、スッキリとした設置状態が得られる効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　浴室の全体斜視構成図である。
【図２】　浴室内に設けられたシャワー装置の拡大斜視図である。
【図３】　シャワー装置の上アームを回動させた状態の斜視構成図である。
【図４】　カバー材を取り外した状態のシャワー装置の斜視構成図である。
【図５】　全身シャワーの正面図である。
【図６】　全身シャワーの側面構成図である。
【図７】　上アームを倒した状態の側面構成図である。
【図８】　さらに最下端まで上アームを倒した状態の側面構成図である。
【図９】　カバー材の周辺の平面拡大構成図である。
【図１０】　カバー材を取り外して水栓金具部を露出させた状態の平面拡大構成図である
。
【図１１】　全身シャワーの分岐部材の概略配管構成図である。
【符号の説明】
　１　浴室
　３　洗い場
　４　壁面
　５　シャワー装置
　６　全身シャワー
　７　ハンドシャワー
　８　吐水口
　９　棚
　１０　洗面器台
　１１　水栓金具部
　１２　カバー材
　１２ａ　平面部
　１３　上側散水部
　１４　左上アーム
　１４ａ　軸カバー部
　１４ｄ，１５ｄ　傾斜面
　１５　右上アーム
　１５ａ　軸カバー部
　１５ｂ　下端傾斜面
　１５ｃ　裏面
　１６　散水ノズル
　１７　鏡
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各アームの裏面に当り止め突起を突出
して当り止め突起が壁面に当接するように構成し、左右のアーム間の壁面に鏡を設置し、
該鏡の左右両端縁を前記隙間空間に入り込ませた



　１９　左下アーム
　２０　右下アーム
　２０ａ　上傾斜面
　２１　固定ノズル
　２２　温度調節ハンドル（操作部）
　２３　全身シャワー開閉ハンドル（操作部）
　２３ａ　ロックボタン
　２４　ハンドシャワー／吐水口切替え開閉ハンドル（操作部）
　２６　シャワーホース
　２７　シャワーフック
　２８　水平方向回転軸
　３０　回転保持機構
　３１　補助バネ
　３２　水栓ケース
　３３　天板
　３４　下台
　３４ａ　凹部
　３７　給水管
　３８　給湯管
　３９，４０　接続部
　４１　水管
　４２　湯管
　４３　温度調節部
　４５　分岐部
　４６　第１水路
　４７　第２水路
　４８　全身シャワー開閉バルブ
　４９　ハンドシャワー／吐水口切替え開閉バルブ
　５１　分岐部材
　５２，５３　下ホース
　５４，５５　上ホース
　Ｓ　隙間空間
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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